
 1 / 3 

 

 
 

第

回 

 

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
廃
止
の
議
論 

 
 

 
 
 

※
２
０
２
５
年
５
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

ガ
ソ
リ
ン
税
の
上
乗
せ
分
で
あ
る

「
暫
定
税
率
」
の
廃
止
に
向
け
た
与
野

党
間
の
議
論
が
佳
境
を
迎
え
て
い
る
。

「
暫
定
」
の
税
率
は
い
つ
か
ら
あ
っ
て
、

す
ぐ
に
廃
止
で
き
る
も
の
な
の
か
。
廃

止
に
向
け
た
ハ
ー
ド
ル
な
ど
を
探
っ
た
。 

 

ガ
ソ
リ
ン
の
購
入
に
は

％
の
消
費

税
な
ど
の
ほ
か
に
、
１
㍑
当
た
り

・

８
円
の
ガ
ソ
リ
ン
税
が
か
る
。
ガ
ソ
リ

ン
税
は
、
国
の
財
源
と
な
る
「
揮
発
油

税
」
と
、
地
方
の
財
源
と
し
て
国
か
ら

渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
「
地
方
揮

発
油
税
」
か
ら
な
る
。  

 

ガ
ソ
リ
ン
税
の
本
来
の
税
率
は

・

７
円
で
、
残
り
の

・
１
円
が
「
暫
定

税
率
」
と
呼
ば
れ
る
上
乗
せ
分
だ
。
か

つ
て
「
仮
の
取
り
決
め
」（
暫
定
措
置
）

と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
こ
う
呼

ば
れ
て
い
る
。
軽
油
に
か
か
る
地
方
税

「
軽
油
引
取
税
」
に
も
同
じ
よ
う
な
暫

定
税
率
が
あ
り
、
本
来
の
税
率
で
あ
る

１
㍑
当
た
り

円
と
上
乗
せ
分

・
１

円
の
計

・
１
円
が
か
か
る
。 

 

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
を
対
象
に
し

た
税
制
の
「
仮
の
取
り
決
め
」
が
始
ま

っ
た
の
は
、
今
か
ら
四
半
世
紀
前
の
１

９
７
４
年
だ
。
戦
後
ま
も
な
く
創
設
さ

れ
た
ガ
ソ
リ
ン
税
は
当
時
、
道
路
整
備

の
た
め
の
特
定
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
財
源
不
足
や
環
境
保

全
が
問
題
と
な
り
、
２
年
間
の
暫
定
措

置
し
て
５
・
８
円
引
き
上
げ
た
。
こ
れ

が
暫
定
税
率
の
始
ま
り
だ
。
税
率
は
そ

の
後
２
度
引
き
上
げ
ら
れ
、

年
に
現

在
の
水
準
に
な
っ
た
。  

 

ガ
ソ
リ
ン
税
は
２
０
０
９
年
に
用
途

を
限
定
し
な
い
一
般
財
源
化
さ
れ
た
が
、

暫
定
税
率
は
旧
民
主
党
政
権
下
の

年
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に
「
当
分
の
間
税
率
」
と
名
前
を
変
え

て
そ
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
旧

民
主
党
は
暫
定
税
率
廃
止
を
公
約
に
掲

げ
て

年
８
月
の
衆
院
選
で
大
勝
し
政

権
交
代
を
果
た
し
た
も
の
の
、
財
政
事

情
の
厳
し
さ
か
ら
実
施
的
な
存
続
に
転

じ
た
。
名
前
が
変
わ
っ
て
も
税
率
は
変

わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
で
も
慣
習
的

に
暫
定
税
率
と
呼
ば
れ
て
い
る
。  

 

当
分
の
税
率
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で

生
ま
れ
た
の
が
「
ト
リ
ガ
ー
条
項
」
だ
。

ガ
ソ
リ
ン
の
全
国
平
均
価
格
が
３
カ
月

間
連
続
し
て
１
㍑
当
た
り
１
６
０
円
を

超
え
た
場
合
に
、
上
乗
せ
分
の

・
１

円
の
課
税
を
停
止
す
る
。
逆
に
、
３
カ

月
連
続
で
１
３
０
円
を
下
回
る
と

・

１
円
分
を
課
税
す
る
仕
組
み
で
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
大
き
な
変
動
の
影
響
を
抑

え
る
目
的
が
あ
る
。  

 

と
こ
ろ
が
、
ト
リ
ガ
ー
上
皇
は
翌
年

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
財

源
を
確
保
す
る
た
め
に
「
凍
結
」
。
解

除
さ
れ
な
い
ま
ま
、
ガ
ソ
リ
ン
代
に

・

１
円
が
上
乗
せ
さ
れ
た
状
態
が
続
い
て

い
る
。 

 

昨
年
の
衆
院
選
で
「
手
取
り
を
増
や 

す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
躍
進
し
た
。

野
党
・
国
民
民
主
党
は
昨
年

月
、
与

党
の
自
民
、
公
明
両
党
と
暫
定
税
率
の

廃
止
に
つ
い
て
合
意
。
た
だ
、
廃
止
の

前
に
検
討
が
必
要
な
課
題
も
多
い
こ
と

も
、
自
公
は
急
速
な
廃
止
に
対
し
て
慎

重
な
構
え
を
崩
し
て
い
な
い
。  

 

ガ
ソ
リ
ン
税
に
よ
る
税
収
は
国
と
地

方
を
合
わ
せ
て
年
１
・
５
兆
円
に
上
る
。

こ
の
う
ち
、
軽
油
取
引
税
の
上
乗
せ
分

と
地
方
揮
発
油
税
の
上
乗
せ
分
（
１
㍑

当
た
り
０
・
８
円
）
を
合
わ
せ
た
年
約

５
０
０
０
億
円
が
財
源
に
な
っ
て
い
る

地
方
へ
の
影
響
は
大
き
い
。
国
が

年

度
の
税
収
実
績
に
基
づ
い
て
暫
定
税
率

の
廃
止
に
伴
う
減
収
額
を
試
算
し
た
と

こ
ろ
、
物
流
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
愛

知
県
（
３
３
０
億
円
）
、
北
海
道
（
３

１
８
億
円
）
、
埼
玉
県
（
２
８
７
億
円
）

な
ど
で
大
き
か
っ
た
。 

地
方
揮
発
油
税
も
一
般
財
源
化
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
道
路
の
延
長
や
面
積

に
応
じ
て
国
が
地
方
に
分
配
す
る
た
め
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
財
源
と
し
て
の
意
味

合
い
が
濃
い
の
が
実
情
だ
。
道
路
の
老

朽
化
な
ど
は
社
会
問
題
化
し
て
お
り
、
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全
国
知
事
会
の
村
井
喜
浩
会
長
（
宮
城

県
知
事
）
は
３
月
、
「
財
源
の
乏
し
い

地
方
部
ほ
ど
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
減
収
分
は
代
替
の
恒
久
財

源
を
措
置
す
る
よ
う
自
民
党
に
求
め
た
。 

 

地
球
温
暖
化
対
策
に
逆
光
す
る
と
の

指
摘
も
あ
る
。
日
本
は
ガ
ソ
リ
ン
に
関

す
る
税
負
担
額
が
ド
イ
ツ
な
ど
欧
米
主

要
国
や
韓
国
と
比
べ
て
低
く
、
ガ
ソ
リ

ン
価
格
も
安
い
方
だ
。

年
か
ら
続
く

ガ
ソ
リ
ン
代
補
助
を
含
め
て
「
化
石
燃

料
の
負
担
軽
減
策
は
諸
外
国
は
や
っ
て

お
ら
ず
、
国
際
的
に
は
説
明
が
つ
か
な

い
」
（
経
産
業
省
幹
部
）
と
す
る
声
も

あ
る
。  

 

製
油
所
な
ど
か
ら
の
出
荷
時
に
課
税

さ
れ
る
と
い
う
ガ
ソ
リ
ン
税
の
特
性
上
、

暫
定
税
率
を
廃
止
す
る
時
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
に
残
っ
て
い
る
既

に
課
税
済
み
の
在
庫
へ
の
対
応
が
必
要

に
な
る
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ト
が
税
金

の
還
付
を
受
け
る
め
に
は
、
追
加
の
事

務
負
担
が
生
じ
る
。  

廃
止
時
期
な
ど
具
体
策
を
巡
る
自
公

と
国
民
民
主
の
協
議
は
進
ん
で
い
な
い
。

日
本
維
新
の
会
は
今
夏
ま
で
の
廃
止
を

求
め
、
減
収
分
は
税
収
の
下
振
れ
分
な

ど
で
賄
う
こ
と
を
主
張
す
る
。  

 

政
府
・
与
党
は
年
末
の
税
制
改
正
議

論
で

年
度
か
ら
の
廃
止
の
結
論
を
得

る
こ
と
を
描
く
。
一
方
、
野
党
は
７
月

の
参
院
選
を
見
据
え
て
改
め
て
早
期
の

廃
止
を
強
く
訴
え
て
お
り
、
立
場
の
隔

た
り
は
大
き
い
ま
ま
だ
。  

 

        
 

          


